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博士論文題目	 	 Observational study of physical properties of giant 
molecular clouds in W51 
	 	 （W51 巨大分子雲の物理状態の観測的研究） 
 
 
 
	 銀河の進化にとって非常に重要な役割を果たす大質量星は巨大分子雲中で形
成されることが知られている。しかしながらその形成過程は未だに解明されて
おらず、現代の天文学の大きな課題の一つとなっている。そのため、巨大分子
雲の観測的研究は大質量星形成の研究にとって不可欠であると考えられる。 
	 そこで申請者は銀河系で最も活発な大質量星形成領域の一つである W51 に着
目した。W51 は領域全体に分布する H II region や、視線上で複雑に重なり合
う様々な速度の分子雲などが特徴的である。また、W51 の西側 (W51B)の分子
雲の一部が超新星残骸 (W51C)と相互作用していることなどが先行研究で示唆
されている。申請者は、国立天文台野辺山宇宙電波観測所のレガシープロジェ
クト FOREST Ultra-wide Galactic plane survey In Nobeyama (FUGIN; 風
神) の一部としてこの領域に対し、高空間分解能 (~18'')の 12CO, 13CO, C18O 
(J=1-0) 3 輝線同時観測を行った。W51 において高空間分解能の CO (J=1-0)輝
線全面マッピングは世界でも初となる。そしてこのデータをアルゴリズム
Dendrograms を使用し、解析を行った。 
	 まず、W51 の場所ごとの性質の違いを調べるため、巨大分子雲を数個に分解
し、解析を行った。その結果、より質量の大きな Young Stellar Object (YSO)
を作る傾向のある分子雲ほど、(1) 水素分子の柱密度が高く自身の質量が大き
い, (2) 13CO (J=3-2)/ (J=1-0)比が高い, (3) 8 μm が強い、といった傾向が共通
して見られた。これは水素分子の柱密度が高く自身の質量が大きいほど大質量
星を形成し、その輻射で周囲が加熱されて 13CO (J=3-2)/ (J=1-0)比が高く 8 μ
m の放射も強くなるというシナリオに一貫している。 
	 そして、分子雲衝突の詳細などを調べることによって W51 においては単一
ではなくその内部構造同士の多くの衝突が星形成と深く関わっている可能性が
あることを明らかにした。 
	 近年、Atacama	Large	Millimeter/submillimeter	Array	(ALMA)を始めとする
高性能望遠鏡により近傍銀河中の巨大分子雲の観測的研究が大きく進展してい
る。本研究は、それらによって明かされていく銀河中の巨大分子雲と星形成の
関係の重要な手がかりになる。	
 
 
